
かかりつけ医を持ちましょう
　初診時にかかりつけ医からの紹介状を持参すると、選
定療養費は掛かりません。

 
　 高めよう健康意識「第60回市民健康講座」開催

　医療専門職の知識を地域の皆さんに広く開放し、健康
増進の手助けとなるよう健康講座を開催しています。
日時／３月４日（土）　午後２時〜４時
場所／本館３階しおさいホール
内容／●講演１「子どもの食事を考えよう！　〜子は親の
姿をうつす鏡です〜」（糖尿病代謝内科医長：大西俊一郎
医師）　●講演２「あなたの血管は大丈夫ですか？　〜心
血管病の早期診断・治療を目指して〜」（循環器内科医
長：早川直樹医師）

 
　 病院ボランティアとして活動しませんか

　外来患者の受診補助、車椅子利用者の介助、観葉植物
の管理、患者図書室の来室数カウントなどを手伝ってく
れるボランティアを募集しています。興味のある人は、
ぜひ問い合わせてください。

 
　
�
受診の際は紹介状を�
３月１日（水）から選定療養費の額が変わります

　一般病床500床以上の地域医療支援病院では、特別の
定額料金として「選定療養費」を負担することが厚生労働
省より義務付けられています。
　旭中央病院も地域医療支援病院の承認を受けたため、
３月１日から金額を改定しました。
改定された負担額
初診時選定療養費／紹介状を持たずに初診で受診される
場合に、保険診療分とは別に負担する費用：5,400円（税
込）　※ただし旭市民の産婦人科受診は除きます。
再診時選定療養費／病状が安定し、かかりつけ医への紹
介を申し出ても引き続き当院の受診を希望する場合に、
保険診療分とは別に負担する費用：2,700円（税込）

http://www.hospital.asahi.chiba.jp/

問旭中央病院（☎63-8111・代表）

　薬の正しい飲み方とは何でしょうか。薬の効果を最
大にして、副作用を最小にするのが「正しい飲み方」で
す。
　薬の袋や箱には食前・食後30分・食間・就寝前な
どと書いてあります。食前は胃の中に食べ物が入って
いないとき（食前１時間〜30分）。食後は胃の中に食
べ物が入っているとき（食後30分以内）。食間は食事
の間（食後約２時間）が目安です。食前や食間に飲む薬
というのは、食べ物や胃酸の影響を受けたくない薬や
糖尿病、吐き気止めや食欲促進剤などです。漢方薬や
吸収の悪い薬も食間服用は多いです。
　食後30分というのは、食後30分以内に服用するこ
とです。特に胃に負担の強い薬の場合は食事の直後に
服用します。服用時間は薬の吸収に大きく影響を与え
ますので、指定の時間を守りましょう。　　　
　薬はたっぷりのさゆで飲むのが理想です。一般に薬
の溶ける速度は、温度が高ければ速くなります。熱い

お湯で飲めば速く溶けて速く吸収されますが、温度が
高すぎると薬が熱で変性しますし、一気に飲めません。
37度程度のぬるま湯が一番適しています。
　ぬるま湯の量が50㎖と300㎖のときを比べると、
300㎖の場合のほうが吸収もよくなり薬の効果もよく
でます。これは十分な量の水で薬の崩壊が進み、吸収
がよくなるからです。
　服用にジュースやお茶を使うと、成分が変化したり
吸収に影響を与えたりします。薬をもらったら、薬の
効果をあげて副作用を抑えるためにも、コップ１杯の
ぬるま湯で、服用時間を守って飲みましょう。

　【旭匝瑳薬剤師会】
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